公立大学法人三重県立看護大学教員公募要領
１　職名及び人員　　　教授又は准教授　１名
２　専門分野　　　　　広域看護学（精神看護学）
　　　　　　　
３　応募資格
次の全ての項目に該当すること。

(1)　別記「教員選考規程」及び「採用選考に係る審査基準」に掲げる資格を有する者
(2)　本学の理念に沿った教育・研究に意欲的に取り組む者

(3)　大学の運営及び地域貢献に積極的に参画できる者

４　職務内容
(1)　学士課程の精神看護学の講義、実習及び研究指導
修士課程の精神看護学分野（修士論文コース、臨地教育者コース、専門看護師(CNS)コース）の講義、演習、実習及び研究指導
※ただし、担当科目については、採用時の教育研究業績に応じて判断します。

(2)　大学運営に係る職務

(3)　地域交流センターの職務
５　応募手続
 (1)　提出書類
　　①　履歴書（別紙様式1）
　　②　教育研究業績書（別紙様式2）
　　③　推薦書（別紙様式3）
 (2)　提出先及び連絡先
　　〒514-0116　三重県津市夢が丘1丁目1－1
　　　公立大学法人三重県立看護大学　事務局総務課　電話059-233-5694
　　　　　　　　　　　　　　　ＵＲＬ　http://www.mcn.ac.jp/recruitment/staff
　　※　提出書類を送付する封筒等に「精神看護学教員応募書類在中」と朱書きし、
簡易書留等で郵送してください。なお、提出書類は返却いたしません。
６　書類受付期間
　　令和４年９月１２日（月）から令和４年１０月１４日（金）（１７時必着）まで
７　採用予定日
令和５年４月１日　（採用から６月間は試用期間となります）
８　選考
　　書類選考を行い、必要に応じて面接を本学で行います。（面接時の交通費等は応募者の負担）

　　選考結果は郵送にて通知します。
（別記）

教員選考規程（抜粋）
（教授の資格）

第２条　教授となることができる者は、次の各号の一に該当し、教育研究上の能力があると
認められる者とする。

 (1)　博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し、
研究上の業績を有する者

 (2)　研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者

 (3)　大学において教授の経歴のある者

 (4)　大学において准教授又は助教授の経歴があり、教育研究上の業績があると認められる者
(5)　芸術、体育等については、特殊の技能に秀で、教育の経歴のある者

 (6)　専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有する者

（准教授の資格）

第３条　准教授となることができる者は、次の各号の一に該当し、教育研究上の能力があると
認められる者とする。
 (1)　前条に規定する教授となることのできる者

 (2)　大学において准教授又は助教授又は専任の講師の経歴のある者

 (3)　大学において3年以上助教又は助手又はこれに準ずる職員としての経歴のある者

 (4)　修士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者
(5)　研究所、試験所、調査所等に5年以上在職し、研究上の業績があると認められる者

 (6)　専攻分野について、優れた知識及び経験を有する者

（講師の資格）

第４条　講師となることができる者は、次の各号の一に該当する者とする。

 (1)　第2条又は前条に規定する教授又は准教授となることのできる者

(2)　その他特殊な専攻分野について、教育上の能力があると認められる者

採用選考に係る審査基準（抜粋）

（教授）

教員選考規程第２条に掲げる資格のほか、次の項目に該当する者とする。

(1)　大学における教育歴が3年以上あること。

(2)　看護専門系にあっては、看護専門職の実務経験が3年以上あること。
(3)　原則として、学術書又は査読のある学会誌等の学術論文を5編以上（3編以上筆頭著者であること）有し、かつ1編以上は直近3年以内のものであること。
（准教授）

教員選考規程第３条に掲げる資格のほか、次の項目に該当する者とする。

(1)　大学における教育歴が3年以上あること。
(2)　看護専門系にあっては、看護専門職の実務経験が3年以上あること。
(3)　原則として、学術書又は査読のある学会誌等の学術論文を3編以上（2編以上筆頭著者であること）有し、かつ1編以上は直近3年以内のものであること。
（講師）
教員選考規程第４条に掲げる資格のほか、次の項目に該当する者とする。

(1)　大学における教育歴が3年以上あること。

(2)　看護専門系にあっては、看護専門職の実務経験が3年以上あること。
(3)　原則として、学術書又は査読のある学会誌等の学術論文を2編以上（1編以上筆頭著者であること）有し、かつ1編以上は直近3年以内のものであること。
（様式１）
履　　　　歴　　　　書
（その１）
	フ　リ　ガ 　ナ
氏 　　　名
	
	男・女
	生年月日（年齢）
	　　　　年　　月　　日（満　　歳）

	現 住 所
	　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL

	学 　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　項

	
	


（学位・免許・資格）

※　修士、博士については、原則として、取得番号（○○大学　○○　第○○号　など）を記載のこと。

※　看護師等免許については、登録番号（第○○○号）を記載のこと。
（その２）
	職　　　　　　　　歴

	年　　月
	事　　　　　　　　　　項

	
	


（その３）
	学会及び社会における活動等

	年　　月
	事　　　　　　　　　項

	
	


（その４）
	賞　　　　　　　罰

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　　項

	
	

	趣　　　味　　・　　特　　　技

	

	応　募　の　動　機

	

	希　望　職　名

	※希望する職名を記入してください。


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記のとおり相違ありません。
　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名 　　　　　　　　　　　   ○


（様式２）　　　　　　　　　　　教 育 研 究 業 績 書
（その１）
	事　　　　　　項
	年   月
	概                        要

	 （教育上の実績）

	
	

	 （職務上の実績）

	
	


 （その２）
	著書、学術論文、
学位論文等の名称
	単著、
共著の
別
	発行又は
発表の年月
	発行所、発表 雑誌など
又は 発表学会等の名称
	概　　　　　　　要

	（著書）
１
２
３
（原著論文）

１
２
３
（総説、その他の論文）
１
２
３
（学位論文）

１

２

３


	
	
	
	


 （その３）
	著書、学術論文、
学位論文等の名称
	単著、
共著の
別
	発行又は
発表の年月
	発行所、発表 雑誌など
又は 発表学会等の名称
	概　　　　　　　要

	（学会発表）
１
２
３
（その他）

１
２
３

	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の業績書記載に相違ありません。
　　　令和　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　印


（注）
１　この書類は、専攻、研究分野に関連する教育上の業績、職務上の実績及び主要な著書、学術論文等（発行又は発表が予定されているものを含む。）について作成すること。
２　「事項」の欄には、教育上の業績、職務上の実績を簡潔に記入すること。
３　「著書、学術論文、学位論文等の名称」の欄には、著書、原著論文、総説、その他の論文、学位論文、学会発表及びその他の順に、それぞれ年月日順に、番号を付して記入すること。
なお、学術論文については査読の有無を記入すること。
４　「概要」の欄には、教育上の業績、職務上の実績及び著書、学術論文等の概要について、教育上の業績、職務上の実績及び著書、学術論文等ごとに２００字程度で記入すること。
　　なお、著書、学術論文等が共著の場合は、相当部分及び頁数を明記し、また、本人の氏名を含め著作者全員の氏名を当該著書、学術論文等に記載された順に記入すること。
５　この用紙に書ききれないものについては、同一の項目が入った別紙を添付すること。
６　主要論文等のうち、最近の５件を添付すること。
（様式３）　              　　推　　　薦　　　書
	　１　被　推　薦　者


	　２　推　薦　理　由


	　　上記のとおり推薦します。
　令和　　年　　月　　日
                                               所属・職
                                               氏　　名            　　　        印


　（注）本人を熟知する方が作成し、密封して本人にお渡しください。
